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企業・団体名 立山科学グループ

代表者名 代表取締役 水口昭一郎

　富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１　取組み期間　　　　　令和 4年 4月 1日（宣言日又は令和4年4月1日）～令和5年3月31日

２　取組みの実施状況

№

※宣言日(ウェブサイト掲載日）から３か月に満たない場合は、翌年度からの報告となります。

富山県SDGs宣言実施状況報告書

記

2

【目標】
持続可能な地域社会への貢献

【実施状況】
・会社周辺のゴミ拾いを年２回実施。
・災害備蓄品の入替ににより、非常災害用飲料水をフードバンクへ提供
・地元中学生「ものづくり見学会」の受入

3

【目標】
社員が働きやすい職場環境づくり

【実施状況】
・社内掲示物等で広く周知を行い、男性の育児休暇取得を促進。2022年度は16名が取得した。（取得率：41％）
・管理職に占める女性労働者の割合が2022年度は3.8％から4.4％に向上。
・グループ全社員が利用できるカフェテリア形式の食堂を導入。健康的な食事を摂れるよう、栄養バランスを考えたメ
ニューの提供およびカロリーや塩分表示を行っている。

SDGsの達成に向けた目標と取組の実施状況

1

【目標】
事業活動における環境負荷の低減

【実施状況】
●カーボンニュートラル実現に向けた取り組みを推進
・グループ各工場（11拠点）にて、化石燃料を使用しないCO2フリー電力「とやま水の郷でんき」を導入。
（2022年度当グループにおける再生可能エネルギー由来の電力使用比率 43.2％）
・ゼロカーボン・ドライブの推進。再生可能エネルギー導入工場に災害時にも非常用電源として活用可能な電気自動
車1台を新規導入。
・立山科学南工場D棟屋上に発電容量118kWの太陽光パネルを設置。2023年2月より稼働開始。


